
決
算
特
別
委
員
会
‥

人

（
増
富
理
津
子
委
員
長
、
鈴

木
康
夫
副
委
員
長
、
市
田
博
、

井
上
公
、
奥
村
良
太
、
河
田

美
穂
、
喜
多
英
男
、
塩
貝
建

夫
、
南
部
登
志
子
、
米
澤
修

司
委
員
は

月
７
日
、

日
、

日
、

日
、

日
、

月

２
日
、
６
日
の
７
日
間
委
員

会
を
開
会
し
、
９
月
定
例
会

に
付
託
さ
れ
た
平
成

年
度

京
田
辺
市
一
般
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て
な
ど

件
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
は
各
部
局
別
に
、
質

疑
を
行
い
、
最
終
日
に
は
、

６
会
派
に
よ
る
総
括
審
査
の

後
、
決
算
認
定
案
を
す
べ
て

可
決
し
ま
し
た
。
審
査
の
主

な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

人
事
評
価
制
度
の
今

後
の
課
題
は
。

職
員
課
長

評
価
基
準
が

統
一
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

平
成

年
度
に
４
種
類
の
研

修
を
行
い
、
評
価
基
準
の
統

一
を
図
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
。
４
月
か
ら
は
、
能
力
評

新しく導入された消防通信指令システム

価
に
合
わ
せ
て
業
績
評
価
も

試
行
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ

り
人
事
評
価
に
対
す
る
公
平

性
と
納
得
性
を
、
一
層
高
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。財

政
健
全
化
計
画
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
市
の

見
通
し
は
。

企
画
管
理
課
長

平
成

年
度
に
つ
い
て
は
、
積
極
的

な
財
源
確
保
、
人
件
費
の
削

減
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、

経
常
的
物
件
費
の
削
減
、
補

助
金
等
の
見
直
し
等
に
よ
り
、

目
標
額
６
億
１
０
０
０
万
円

に
対
し
て
７
億
９
０
０
０
万

円
の
削
減
を
行
っ
た
。
現
状

は
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
６

０
０
０
万
円
の
赤
字
補
て
ん

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
厳
し

い
状
況
に
変
わ
り
は
な
い
。

火
災
警
報
器
の
普
及

率
の
目
標
は
。
ま
た
、
そ
れ

を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
把

握
さ
れ
る
の
か
。

消
防
本
部
参
事

１
０
０

％
が
目
標
で
あ
る
。
な
お
、

平
成

年
度
時
点
で
ア
ン
ケ

ー
ト
実
施
し
、
設
置
状
況
に

つ
い
て
把
握
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。指

定
管
理
者
制
度
を

市
の
駐
輪
場
に
導
入
し
た
こ

と
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
側

の
収
益
が
上
が
っ
て
い
る
が
、

そ
の
一
部
を
市
の
収
入
に
し

て
は
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
担
当

課
長

自
主
的
な
経
営
努
力

を
促
進
す
る
と
い
う
意
味
か

ら
、
指
定
管
理
者
の
収
益
と

し
た
方
が
望
ま
し
い
と
考
え

る
。

代
女
性
職
員
の
早

期
退
職
者
が
多
い
。
そ
の
原

因
を
考
え
な
い
限
り
、
女
性

職
員
を
管
理
職
に
登
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る

が
、
市
の
認
識
は
。

副
市
長

女
性
を
将
来
の

幹
部
職
員
と
し
て
育
成
し
て

こ
な
か
っ
た
歴
史
的
経
過
が

あ
り
、
環
境
整
備
や
人
材
育

成
が
遅
れ
て
い
た
と
認
め
ざ

る
を
得
な
い
。
人
材
育
成
方

針
に
基
づ
き
女
性
管
理
職
を

多
く
登
用
で
き
る
環
境
整
備

と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
教
育
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

道
路
の
維
持
管
理
の

た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
業
者

に
委
託
さ
れ
て
い
る
の
か
。

施
設
管
理
課
長

週
一
回

金
曜
日
に
、
市
職
員
２
名
で

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
現
場
に
出
た
際
に
は
、

危
険
な
場
所
が
な
い
か
、
チ

ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
指
導
し
て

い
る
。

昨
年
６
月
の
山
手
幹

線
薪
工
区
の
供
用
開
始
に
よ

り
、
府
道
八
幡
木
津
線
な
ど

の
市
内
の
交
通
量
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
か
。

建
設
部
副
部
長

府
道
八

防賀川公園を視察する委員

府農業総合研究所跡に開設された
聴覚障害者支援センター

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

宝
生
苑
と
大
住
児
童
館
で
の
、

複
合
施
設
と
し
て
の
利
点
を

生
か
し
た
世
代
間
交
流
事
業

の
展
開
は
。

こ
ど
も
福
祉
課
長

具
体

的
に
は
、
も
ち
つ
き
交
流
会

な
ど
を
実
施
し
た
。
今
後
も

乳
幼
児
等
と
高
齢
者
の
ふ
れ

あ
い
と
い
う
形
の
積
極
的
な

事
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

都
市
計
画
税
の
税
率

は
、
０
・

％
と
市
の
レ
ベ

ル
で
は
高
い
と
思
う
が
、
税

率
を
軽
減
す
る
考
え
は
な
い

の
か
。

副
市
長

他
団
体
よ
り
も

突
出
し
た
形
で
こ
の
税
率
を

維
持
し
て
い
く
の
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
い
に

議
論
を
す
る
時
期
が
近
づ
き

つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

生
活
保
護
世
帯
が
増

加
傾
向
に
あ
る
が
、
現
状
に

つ
い
て
の
市
の
認
識
は
。

社
会
福
祉
課
長

失
業
者

が
非
常
に
増
え
、
相
談
件
数

は
増
加
し
て
い
る
が
、
生
活

保
護
の
申
請
に
は
つ
な
が
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
。
全
体

と
し
て
は
、
高
齢
者
世
帯
の

比
率
が
高
い
。

妊
婦
健
診
に
つ
い
て
、

受
診
率
が

％
と
な
っ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ

れ
て
い
る
の
か
。

こ
ど
も
福
祉
課
長

実
態

と
し
て
は
、
十
分
利
用
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

国
保
税
は
、
若
い
世

代
で
滞
納
が
多
い
と
い
う
こ

と
だ
が
、
今
後
ど
う
い
う
方

向
で
徴
収
率
ア
ッ
プ
を
考
え

て
い
る
の
か
。

国
保
医
療
課
長

前
年
度

と
比
較
し
、
著
し
く
所
得
が

減
っ
て
い
る
場
合
は
減
免
し

て
い
る
。
支
払
い
で
き
る
状

況
を
整
備
す
る
中
で
、
昨
年

よ
り
は
少
し
徴
収
率
が
伸
び

て
い
る
。
今
後
も
こ
う
い
う

努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

北
部
地
域
の
保
育
所

設
置
が
急
務
で
、
最
優
先
の

事
業
と
考
え
る
が
、
進
捗
状

況
は
。

副
市
長

北
部
地
域
に
も

う
１
園
必
要
だ
と
認
識
し
て

い
る
。
ま
た
、
国
の
安
心
こ

ど
も
基
金
か
ら
保
育
所
整
備

に
４
分
の
３
の
補
助
金
が
出

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
機
を
逃

し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
、
現
在
、
来
年
度
の
施

設
整
備
に
向
け
て
用
地
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
早
期

に
最
終
結
論
を
出
し
た
い
。

不
法
投
棄
監
視
用
カ

メ
ラ
は
何
カ
所
設
置
さ
れ
て

い
る
の
か
。

環
境
課
長

今
年
度
赤
外

線
カ
メ
ラ
１
台
を
購
入
。
全

部
で
４
カ
所
の
設
置
と
な
る
。

荒
廃
農
地
の
整
備
は
、

市
の
方
で
計
画
的
に
や
っ
て

い
く
の
か
。

農
政
課
長

遊
休
荒
廃
農

地
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、

農
業
委
員
会
で
調
査
い
た
だ

き
、
１
１
５

あ
っ
た
。
そ

の
う
ち
回
復
可
能
な
荒
廃
農

地
約
９

を
３
年
か
け
て
農

地
に
戻
す
た
め
、
助
成
金
を

組
ん
で
い
る
。
な
お
、
本
年

度
は
３

程
度
解
消
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

下
水
道
の
整
備
困
難

地
の
件
数
と
計
画
の
進
捗
状

（
９
面
に
つ
づ
く
）

幡
木
津
線
の
交
通
量
が
大
幅

に
減
っ
て
い
る
と
分
析
さ
れ

る
。
そ
れ
に
対
し
、
南
北
の

山
手
幹
線
や
国
道
３
０
７
号

あ
た
り
の
道
路
で
は
、
交
通

量
の
増
加
が
う
か
が
え
る
。

市
営
住
宅
使
用
料
の

未
収
金
が
平
成

年
当
時
と

比
較
す
る
と
３
倍
強
と
な
っ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
回

収
さ
れ
る
つ
も
り
か
。

計
画
建
築
課
担
当
課
長

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
指
導

し
て
い
る
が
、
滞
納
者
が
減

ら
な
い
の
が
現
状
。
本
年

月
に
催
告
状
を
通
知
し
、
二

班
体
制
で
滞
納
者
本
人
に
お

会
い
し
、
強
く
督
促
す
る
計

画
を
立
て
て
い
る
。

排
水
路
の
排
水
能
力

は
、
時
間
雨
量

ミ
リ
と
い

う
こ
と
だ
が
、
想
定
雨
量
以

上
の
雨
で
も
対
応
で
き
る
排

水
路
ま
た
は
バ
イ
パ
ス
を
設

置
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

建
設
部
副
部
長

今
年
度
、

排
水
困
難
地
を
抽
出
し
、
な

る
べ
く
経
費
の
か
か
ら
な
い

方
法
で
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
改

修
す
る
必
要
が
あ
る
場
所
に

つ
い
て
は
、
十
分
な
専
門
知

識
を
も
っ
て
検
討
し
た
い
。

い
つ
ご
ろ
を
メ
ド
に

全
面
的
に
電
子
入
札
シ
ス
テ

ム
に
切
り
替
え
て
い
か
れ
る

の
か
。

建
設
部
副
部
長

来
年
度

か
ら
、
土
木
・
建
築
の
全
事

業
に
対
し
て
、
業
務
委
託
も

含
め
、
電
子
入
札
を
実
施
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

用
地
買
収
な
ど
手
原

川
堤
防
拡
幅
工
事
の
具
体
的

な
工
程
に
つ
い
て
は
ど
う
な

る
の
か
。

施
設
整
備
課
長

今
年
度
、

設
計
業
務
、
用
地
の
立
ち
会

い
を
行
い
、
面
積
を
確
定
す

る
。
平
成

年
度
に
用
地
買

収
の
計
画
、
平
成

年
度
に

拡
幅
工
事
に
取
り
組
む
予
定

で
あ
る
。

年（平成 年） 月 日


